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「日本語学習者の母語・地域性をふまえた日本語教育研究とウェブ辞典構築
―国内外の日本語教育研究機関との協働的研究」 （2013―2015）
論文集発刊にあたって
　国際日本語教育部門（以下、当部門）は、2009 年 4 月に東京外国語大学に設置差された国際日本研究センター（以
下、センター）の…5 部門の一つです。当部門のメンバーは現在、センターの専任、本学の総合国際学研究院、国際
日本学研究院所属の 5人よりなり、「日本語教育の国際的展開の基礎構築」のため、①日本語教育の現状把握、②言
語別教材の開発の二つを柱をとして活動しています。
　センター設立の初年度には、①「日本語教育の現状把握」を推進するために、国内外の高等教育機関における日本
語教育事情を調査しデータ構築を開始しました。…2015 年現在、データ―は質量ともに充実し、より使いやすい形に
進化しセンターのホームページ上に掲載されています。
　また、②「言語別教材の開発」を推進するために、日本語学習者の母語・地域を、中国語・タイ語・アラビア語・
フランス語・英語の 5つに絞り、各国の日本語教育研究機関の特任研究員との協働的研究をめざし、2010 年度から
現在に至るまで国際日本語教育部門 3ヶ年プロジェクトを 2期にわたって実施しました。
　まず、2010 年度から 2012 年度にかけて国際日本語教育部門 3ヶ年プロジェクト〈1〉「日本語学習者の母語・地域
性をふまえた日本語教育研究－国内外の日本語教育研究機関との協働的研究」のプロジェクトを立ち上げました。こ
の成果は 2013 年 3 月に『国際日本研究センター・国際日本語教育部門 3ヶ年プロジェクト成果報告・論文集』とし
て刊行されました。次いで、2013 年度から 2015 年度にかけて国際日本語教育部門 3ヶ年プロジェクト〈2〉「日本語
学習者の母語・地域性をふまえた日本語教育研究とウェブ辞典構築－国内外の日本語教育研究機関との協働的研究」
を行ってきました。
　現センターは、新たな出発をめざし 2015 年度をもってひとつの区切りを迎えます。本論文集は、国際日本語教育
部門 3ヶ年プロジェクト〈2〉で達成された研究成果をまとめたものです。と同時に、それは現センターの中で、国
内外の日本語教育研究機関との協働的研究を目指した当部門の活動の記録を残すものでもあります。
　多くの皆様にご覧いただき、ご意見、ご批判を賜れば幸甚の至りに存じます。
2016 年 3 月 31 日
国際日本研究センター・国際日本語教育部門
部門長　小林　幸江
